
一般会計　66.5 億円 （前年度比＋ 4.2％）一般会計予算

企業会計予算

会 計 名 収　入 支　出

水道事業

会計

収益的

収支

2 億 4,585 万円

（▲ 1.1％）

2 億 6,088 万円

（+3.0％）

資本的

収支

1,400 万円

（▲ 54.4％）

9,374 万円

（+3.9％）

下水道事業

会計

収益的

収支

2 億 607 万円

（▲ 2.5％）

2 億 602 万円

（▲ 0.9％）

資本的

収支

9,535 万円

（+63.8％）

1 億 4,045 万円

（▲ 2.7％）
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令和 8 年度 予算の概要

歳　入

一般会計

66 億 5,000 万円

自主財源 32％
依存財源 68％

町税町税
1010 億億 1,1601,160 万円万円

((1515％）％）

繰入金繰入金
66 億億 1,8811,881 万円万円

（（99％）％）

寄附金ほか寄附金ほか
33 億億 9,1379,137 万円万円

((66％）％）

  地方交付税  地方交付税
2727 億億 3,2963,296 万円 (万円 (4141％）％）

国県支出金国県支出金
88 億億 9,4489,448 万円万円

((1313％）％）

繰越金繰越金
11 億円 (億円 (22％）％）

その他その他
33 億億 2,1082,108 万円 (万円 (55％）％）

町債町債
55 億億 7,9707,970 万円万円

((99％）％）

歳　出

一般会計

66 億 5,000 万円

前年度比 +2 億 7,000 万円

増減率 +4.2％

民生費民生費
1515 億億 2,5972,597 万円万円

((2323％）％）

総務費総務費
1212 億億 5,0075,007 万円万円

((1919％）％）

    教育費    教育費
1212 億億 332332 万円 (万円 (1818％）％）

衛生費衛生費
88 億億 5,9205,920 万円万円

((1313％ )％ )

土木費土木費
66 億億 1,1621,162 万円万円

((99％）％）

公債費公債費
33 億億 3,7863,786 万円 (万円 (55％）％）

農林水産業費農林水産業費
33億億842842万円(万円(55％）％）

その他その他
22 億億 2,0242,024 万円 (万円 (33％）％）

消防費消防費
33 億億 3,3293,329 万円 (万円 (55％）％）

■歳出科目の解説

項　目 用 語 の 解 説

民生費 社会福祉・子育て支援など

総務費 庁舎の維持管理・役場の事務運営など

教育費 保幼小中学校教育・文化振興など

衛生費 健康増進・ごみ処理など

土木費 道路・河川整備など

公債費 借入金の返済

消防費 消防組合・消防団の運営など

農林水産業費 農林業の振興

その他 商業・観光振興、議会運営など

■歳入科目の解説

項　目 財 源 用 語 の 解 説

町税

自主

財源

（32％）

町民税、固定資産税、軽自動車税など

繰入金 基金などからの繰入金

寄附金ほか 寄附金、諸収入、使用料、手数料など

繰越金 前年度からの繰越金

地方交付税

依存

財源

（68％）

どこの地域でも一定の行政サービス

を行えるように国が交付

国県支出金 特定事業に対して国や県が交付

町債 国や銀行からの借入金

その他 地方消費税、地方贈与税など

特別会計予算

会 計 名 予 算 額

大木戸財産区特別会計 13 万円（▲ 16.9％）

入山財産区特別会計 18 万円（▲ 6.7％）

石母田財産区特別会計 51 万円（▲ 55.7％）

後期高齢者医療特別会計 2 億 2,878 万円（+22.5％）

国民健康保険特別会計 9 億 7,082 万円（▲ 2.4％）

介護保険特別会計

（保険事業勘定）
14 億 9,363 万円（+1.3％）

土地開発事業特別会計 0.4 万円（± 0％）

渇水対策施設特別会計 1,195 万円（+3.6％）

令和 8 年度 60 億 876 万円 （見込み）

令和 7 年度 57 億 2,335 万円

■町債（借金）

公共事業の財源として、必要な町債（長期借入）を発行しています。

令和 8 年度 15 億 2,130 万円 （見込み）

令和 7 年度 20 億 1,692 万円

■基金 （貯金）

財政調整、公共施設整備など特定の目的で積み立てる資金です。

 

令
和
8
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
政
を
担
う
責
任
の

重
さ
を
改
め
て
深
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
町
長
就
任

か
ら
1
年
余
り
、
町
内
各
地
で
多
く
の
町
民
の
皆
様
と
対

話
を
重
ね
る
中
で
、
日
々
の
暮
ら
し
へ
の
思
い
と
、
将
来

へ
の
期
待
を
強
く
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
声
こ
そ

が
、
私
の
町
政
運
営
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
第
6
次
国
見
町
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し

を
行
い
、「
み
ん
な
が
真
ん
中

　
す
こ
や
か
で
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
を
後
期
計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
健
康
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
安
全
・
安
心
で
住
み
や
す

い
ま
ち
」、「
学
び
と
育
み
の
ま
ち
」、「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」、「
信
頼
と
協
働
の
ま
ち
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
5

つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
本
年
度
予
算
は
、
そ
の
後
期

計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
5
つ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
一
歩
を
踏
み
出
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
66
億
5
千
万
円
。
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
暮
ら
し
を
支
え

る
施
策
」
と
「
将
来
へ
の
基
盤
整
備
」
を
両
輪
と
す
る
予

算
と
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
実
感
で
き
る
施
策
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

 

「
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
」
で
は
、
ま
ず
、
子
育
て
と
健

康
分
野
の
充
実
で
す
。
保
育
料
の
完
全
無
償
化
を
実
現
し
、

給
食
費
無
償
化
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
開
始

や
予
防
接
種
の
拡
充
に
よ
り
、
医
療
体
制
を
強
化
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
日
々
の
安

心
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
将
来
へ
の
確
か
な
礎
に
な
る

国見町長　村上　利通

対
話
と
協
働
で
ひ
ら
く

　
　
　
　新
し
い
未
来
へ

令和 8年度の予算概要や主要施策をお伝えします。 問総務課財政係　☎ 585-2114

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

あ
わ
せ
て
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

藤
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
や
消
防
施
設
の
充
実
な
ど
、

防
災
・
減
災
対
策
を
着
実
に
進
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
は
、
行
政
の
基
本
的
責
務
で
あ
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、「
将
来
へ
の
基
盤
整
備
」
で
は
、
認
定
こ
ど
も

園
の
基
本
構
想
づ
く
り
、
企
業
誘
致
の
方
向
性
を
定
め
る

計
画
の
策
定
、
ま
ち
の
駅
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
、
持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
実
現
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。

 

私
は
、
町
政
に
お
い
て
最
も
大
切
な
の
は
「
信
頼
」
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
公
正
で
透
明
な
行
政
運
営
を

徹
底
し
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
施
策
に
誠
実
に
向
き
合

い
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
国
見
の
未
来
を
皆
様
と
築
い

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施

政

方

針
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を目指して

みんなが真ん中

すこやかで活気あふれるまち


